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第 3報 野菜の無機組成と吸収量の変化
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1 は じ め に

第 1,2報では,連作が作物の生育・収量 ,

各種障害の発生や植物寄生性線虫及び土壌の

理化学性に及ぼす影響について報告した。本

報では,前報に引続き連作が野菜類の無機組

成と養分吸収に及ぼす影響を検討した。

2試 験 方 法

1)分析試料の採取と調整 :収穫調査に用
いた各作物の収穫物・茎葉・地下部を,そ れ

ぞれ細かく切断・混合し,その一部を乾燥後,

粉砕して分析に供した。ただし,イ ンゲンマ

メ (イ ンゲン),ス イートコーン (コ ーン),

トマトの収穫物は収穫最盛期のものを用い,

インゲンとエダマメは奏実を,コ ーンは包葉

を除いた部分を収穫物とした。

2)分析項目と方法 :分析は12項 目につい
て実施したが今回は,主要 5成分について取

t

収

りまとめた。分析方法は全窒素 (N)は ミクロケルダール

法.燐酸 (P,0,)は比色法,カ リウム (K20)は炎光法 ,
カルシウム (caO)と マグネシウム (MgO)は 原子吸光
光度法によって行なった。

3 実験結果及び考察

1)無機成分含量 :各作物の部位別分析結果を表 1～ 3
に示したが,2,3年目は紙面の関係で省略した。作物の

表 1 収穫物の無機組成の変化       (動 m"・

量TI葬軍再T濯「再軍蘇幕塩
技 , 

“

_,′  |. = |■  ,ヽ  |“  1' || ■ ,■  11ヽ  1■
' |ヽ
 '■  :r' 1■

J::fl:IIデ:IL E II II:111‖ ‖I需 lrにI II
■

'′

:」.年十■一言 I→■帯■1 11■■辛■吉:1写 ::11

・ 1(1:;iキ 11 1ξ li選 :1 1l I1 1穏 .:ゴ :‖ 溜 11:鸞
[ t ■ ,  `, |,  :・・  :,  i■   ●2  i●   :ヽ   ●i  `ヽ  0潮 ‐,コ〔|'hi t｀| '｀  1■ |

1ll.^lil l ll l 11 1 lF il l l累 猟1綿 ‖ 1拌 ‖
i`11_=ユ  `“  ● _′Ll■ _ヽ  !“  〕 11 1曲 1'iⅢ =J、 t" t●

図 1 乾物重と無機成分吸収量の推移

無機含量は作物の種類や部位によってかなり異なった。土

壊の違いでは,N,P20,,K20は ,腐植質黒ボク土畑
(腐植土畑)が淡色黒ボク土畑 (淡色土畑)よ り総体的に

勝る傾向にあったが,P,0,の 差は小さかった。 インゲン
とキャベツ地上部のNは ,逆に淡色土畑が勝る傾向を示し

たが,こ れには腐植土畑のインゲンの卓勢の低下と枯れ株

率の高いことやキャベツの根こぶ病の多発等が影響したた

めと考えられる。また,CaOと MgOは ,淡色土畑が腐植
土畑より各部位で勝る傾向にあった。

次に5年間の無機成分含量の推移をみると,収穫物では,

大部分の作物の各成分が減少傾向を示したのに対して,エ
ンバクでは,MgO以外の成分は各部位において逆に増加

傾向にあり,5年日におけるN合量は 1年日に比較 して ,

収穫物では13倍 (淡色土畑)-18倍 (腐植土畑),地下部

では15倍-21倍を示した。また.茎葉と地 ド部ではイン

ゲン, トマト,エ ダマメのNと コーン,イ ンゲンのCaO等

も増加傾向にあった。一方,MgO含量は各作物において

減少傾向を示し,5年 目ではほとんどの作物が 1年日の50

%以下の値で,ダイコンの収穫物が20%以下で最も減少し
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た。

2)乾物重 :図 1に は,各作物の乾物重と無機成分吸収
量の推移を総量で示した。乾物重は 1年目に比較して, 2

年月以降のダイコンは冷害年の 3年日以外は勝る傾向を示

し,その差は腐植土畑より淡色土畑で大きかった。一方 ,

2年目以降のコーンとエダマメ及び腐植十畑のインゲンと

エンバクは,逆に劣る傾向を示した。土壌の違いでの比較

では,1年目はトマトとキャベッの外は,淡色土畑より腐
植土畑が勝る傾向を示したが.イ ンゲンとコーンは2年 目

から,ダイコンとキャベツは3年目から,エ ンバクは 5年

表3 地下部の無機組成の変化

目で,腐植土畑が逆に劣る傾向を示し,エ ダマメ以外はす
べて 1年日と逆の傾向を示した。

3)無機成分吸収量 :無機成分吸収量は作物の種類によっ
てかなり異なり,イ ンゲンとエダマメはNが多く,他の作

物はK20が多く,MgOは各作物で少なかった。土壌の違
いによる比較では,1年目は淡色土畑より腐植土畑が総体
的に多い傾向を示したが,イ ンゲンとキャベツは, 2, 3

年日から逆に淡色土畑が多い傾向を示した。 5年間の吸収

量の推移では,淡色土畑のダイコンとエンパクのN,P2
0,,K,0は増加傾向を示したが,他の作物では各成分と

も減少傾向にあり,その程度は淡色土畑より腐植土畑にお

いて著しかった。特にエダマメとコーンの減少が著しく,

エダマメの 6年目における吸収量は,1年 目に比較してN
とP20,は30%前後で,K,0,CaO,MgOは 20%弱であっ
た。これには 1年目のエダマメが “蔓ぼけ"症状を呈し,
茎葉の吸収量が極端に高かったことが強く影響したものと

思われる。また,イ ンゲンのN,P,0,,K20,CaO吸 収

量の変化は,淡色土畑では緩慢なのに対して,腐植土畑で

は 1年目の50%以下に減少した。これには腐植土畑のイン

ゲンは枯れ株の発生割合が高く,草勢の低下が早いことな

どが関係しているものと考えられる。一́方,MgOは トマ

トを除いていずれも著しい減少傾向を示したが,こ れには

上壌中のK,0含量の増加に伴う,Mn/K比 の減少等が関
連しているものと思われる。

以上の結果から,連作に伴う作物の無機組成と吸収量の

変化は,作物の種類や成分によって著しく異なり,ま た ,

土壌の違いによる影響もかなり大きいことが確認された。

本試験の範囲では,養分の過剰症や欠乏症は認められなかっ

たが,よ り,長期間の連作試験においてはそれらの発生も

想定されるが,塩基間の相互関係等と併せて今後検討する

必要がある。

4 ま と め

第 1,2報に引続き,連作が作物の無機組成と養分吸収
量に及ぼす影響を調査した。

1)無機成分含量は,作物の種類や部位によって著しく
異なると共に,大部分の作物は,連作に伴って総体的に減

少する傾向を示し,MgO含量は全作物で明かな減少が認
められた。逆に,エ ンパクではMgO以外の成分は増加傾
向を示した。

土壌の違いでは淡色土畑の作物に較べて,腐植土畑の作

物はN,P205,K20含 量が総体的に高く,Cao,MgOは
逆に淡色土畑の方が高い傾向にあった。

2)乾物重は,2年目以降のダイコンは,1年 目より勝
る傾向にあったが,他の作物は年次の早晩はあるが総体的

に劣り,5年目ではいずれも劣る傾向を示した。土壌の違
いでは 1年目はトマトとキャベッの外は腐植土畑が淡色上

畑より勝る傾向にあったが,連作によってエダマメ以外は

腐植土畑がいずれも劣る傾向を示した。

3)無機成分吸収量は作物の種類でかなり異なり,イ ン
ゲンとエダマメはNが ,他の作物はK20が多かった。 5年

間の推移では,淡色上畑のダイコンとエンパクのN,P2
06,K20は増加傾向を示したが,他の作物では各成分と

も総体的に減少傾向を示し,その程度は淡色土畑に比較し

て,腐植土畑で著しかった。
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